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東京愛宕ロータリークラブ

会長 尾関勇 ・ 幹事 佐藤秀樹
副会長 石渡美奈 ・ 副会長 片山謙次
副会長 波多野まみ
例会場 東京アメリカンクラブ
例会日 毎週火曜日８：００～

～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし

2015年1月20日（火）

今年度第25回（通算61回）例会

本日のプログラム

＜イニシエーションスピーチ＞

東京愛宕RC親睦ニコニコ委員長
株式会社アットアール 代表取締役
丸山 中 会員

■2015年1月13日 会長挨拶

会長 尾関勇

本日は大変苦労され、大使にもなられたゾマホン様の卓
話を楽しみにされている方も多いと思います。
ロータリーの友にHPの活用いついて情報発信が掲載され

ています。私共のHPやFacebook等の活用、例えば地域から
のアクセスや色々な方々の情報が集まって来て良いと書い
てあります。またロータリーは今年度よりイメージやロゴ
が統一とあり、使用方法もわかります。1月はロータリー理
解推進月間ですので、ぜひ皆様も今一度読んで頂き、8万8
千人の国内ロータリアンのネットワークを生かし、奉仕の
プロジェクト始め見識を広めたり事業に役立てて頂ければ
と思います。
昨日、お坊さんや神主さんが多く出ているテレビ番組が

あり、普及も含め、恐らく一般庶民の人にわかりやすく説
明したり、また他番組では諸外国の方々が各国の文化の違
いを取り上げたりするのは、日本だけではないかと思いま
す。先週も痛ましい事件がありましたが、海外だとややセ
ンシティブに激しいことになる。日本だと諸外国・ムスリ
ムの方も非常に仲良くされているように見られます。非常
に特徴的だと思いました。
創業支援塾が2月10日に第3回目を迎えます。皆さんの情

報共有が重要であり、皆さんの心の準備もございます。今
回は補助金について最初に説明されると聞いています。
ちょうど政府も閣議決定され、補助金が非常に多く出され
るようです。地域での創業、数年以内の創業者、海外進出
の方もぜひ補助金の活用をして頂きたいと思います。皆さ
んも創業支援塾で学べることは学び、知って得することは
活用されてください。最後に、昨日は成人式でしたが、非
常に親に寄り添っているというニュースを聞きました。自
分よりも、社会のことや親に本当に感謝しているという世
代だそうです。印象的だったのが、阪神・淡路大震災をご
存じない世代の方々が、どこかに勤めるというより起業し
たい独立したいというインタビューが多かったです。今の
アメリカの傾向でもありますが、いいことだと思っていま
す。日本の場合ほとんど小規模の事業者、中小企業ですの
で、そういったところが活性化し経済が豊かにならないと
いけない、出来ることは行いたいと思っています。
本日の卓話者のゾマホン様ですが、渋滞で大変遅れてい

るということで、ギリギリにお越しいただきご挨拶を頂く
形になるかと思われます。ご紹介者の市村会員のご主人で
もある長野ロータリークラブ市村次夫様が、ビジターとし
てお越しくださっていますので、急遽卓話をお願いするこ
ととなりました。全国で町のブランド発信、町づくり、企
業文化・日本文化のことで、皆さんが講演して頂きたいと

＜1月13日の卓話＞

長野ロータリークラブ

小布施堂 代表取締役

市村 次夫 様

長野県長野市より更に北東に20km行った場所に住み、
商売もしております。千曲川（新潟に入ると信濃川）に
向かって山から色々な支流が流れており、典型的な扇状
地です。松川という支流が流れていますが、この支流が
千曲川と合流するので逢瀬、小布施の語源だとも言われ
ています。戦国時代、松川が何本かに分かれていたので
すが、武将福島正則が大阪夏の陣が終わった後、広島か
ら流され、屋敷を構えます。戦国武将は土木事業が得意
なようで、分かれていた松川の流れを変え、河原にでき
た空間に市場町、小布施村を作りました。この周辺に
会った村々と一緒になり、現在の小布施ができます。全
部足しても19平方km、長野県の80弱の市町村で最も面積
の小さい村です。
扇状地は農業に密接な関係があり、江戸時代は綿花、

後期～養蚕、明治の終わり～大正にりんごとさかんでし
た。そして一貫して古くから植えられていたのが栗でし
た。江戸時代には一つの木で40町、現在は70町。扇状地
の中盤以外は作るのを許されなかった。我々が考えなけ
ればならないのが、江戸時代でさえこの小さい中で栗に
は一番美味しいものが出来ると知っていたんです。とこ
ろが今農作物について言えば、できれば全部植えてしま
おうと感じで、この部分に植えればクオリティが高い、
という概念はなくなってしまったのが今の日本です。

1842年、当時83歳の北斎が招かれています。ランド
マークの雁田山の麓の岩松院というお寺の天井絵を描き
ます。厚さ1寸の欅のパネル12枚に描いています。下で描
き、上に嵌め込んでいます。昭和51年(1976年)肉筆画美
術館｢北斎館｣を開館しました。2つの祭り屋台の天井絵は
波、もう一つは龍と鳳凰です。一辺約125cmです。
北斎の「神奈川沖浪裏」から、ドビュッシーは交響詩
「海」作曲し、初回演奏会パンフレットの表紙にしてい
ます。クールベもこの影響を受け「波」を描いていま
す。ちなみに欧米では、「神奈川沖浪裏」を「Great 
Wave」と言っているそうです。小布施の町は面積が小さ
いため町民同士割と親しくまとまりが良いんです。1998
年長野オリンピックの年、4月18日が北斎の命日、また通
訳ボランティアが多くいたので「国際北斎会議」を開き
ました。
小布施の町は栗で知られています。現在80ヘクタール

くらいに段々増えてきましたが、あちこちに点在してい
ます。棚田も減り、江戸時代には作らなかった場所にも
作っています。なぜこんなに有名になったかというと、
一つは味が良いので、幕府への献上物となりました。そ

訪れるほど講演の多い方です。



1月・2月のプログラム

○1/27（火）卓話：久木留毅様（公益法人日本オリンピック委員会・情報戦略部門長、専修大学文学部教授
『2020年東京オリンピックに向けての日本のスポーツ行政の取り組み』（仮））
◆1/28（水）15:00～新会員セミナー＜該当者のみ＞

●2/3（火）朝例会なし ⇒ ジャパンロータリーデーに振替 ＜7：45～8：15 メーキャップ対応あり＞
◆2/4（水）ジャパンロータリーデー＠＜登録者のみ＞ ※欠席者は各自メーキャップをお願いいたします。
○2/10（火）卓話：鬼頭秀彰様（ザクセスコンサルティング株式会社代表取締役、キセキノメイシ運営）、9：00～理事会
○2/17（火）スピーチなし、8：30～第4回クラブ協議会＜ビジター・ゲストには8：30でご退出いただきます＞
●2/24（火）朝例会なし ⇒ 地区大会に振替
○2/24（火）・2/25（水）地区大会＠グランドプリンス新高輪＜該当者のみ＞※欠席者は各自メーキャップをお願いいたします。

国際ロータリー第2750地区

東京愛宕ロータリークラブ http://atagorotary.com/
＜事務局＞
〒１０６－００４４ 東京都港区東麻布２－１５－２ アンゼン・パックスビル2階
TEL：０３－３５６８－３８２７ ／ FAX：０３－３５６８－３８２９ ／ E-mail：office@atagorotary.com
広報戦略委員長 柳 邦明

◇ニコニコBOX◆ ￥9,000 累計総額 ￥342,480
・ゾマホンさん、本日はありがとうございます。又、市村さんにも感謝です。いつか一緒にベナンへ行きましょう。（尾関）・おかげ様
で3回目の歯科外科手術も無事に成功しました。脇先生はスゴイ！（石渡）・ゾマホン大使、今日はありがとうございます。（市
村）・おはようございます。ゾマホンさん卓話楽しみにしています。（柳）・ゾマホンさん、愛宕RCにようこそ!!（若山）

してもう一つの理由が、砂糖を使い、早くも栗ようかんを
作るようになります。平地に作ったので栗林、栗畑とも言
います。1800年代の初めから菓子にするようになりまし
た。とはいえ、季節菓子的な部分があり、もちろん砂糖と
煮込んで栗餡にし、壺に詰めてもたすこともしいていまし
たが、明治末期に缶詰技術により通年商品になり、東京へ
も出すようになりました。三越さんがデパートに始めるよ
うになってから散発的には出し、昭和2年には経常的にな
りましたので、随分と古いものです。栗菓子も、昭和30年
代のオフセット印刷の普及に伴いデザイン箱に入れるよう
になりました。早くから他のお店との違いがはっきりする
よう、アイデンティティを考えたデザイン政策を行ってい
ました。

◇◆ 出席報告 ◆◇
2015年1月6日 出席状況

・会員数 25名
・出席者 23名
・ビジター 0名
・ゲスト 0名

出席率内訳

当日出席数(23)

修正出席数(0)

欠席数(2)
92.0%

修正出席率

92.0%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

8.0%

栗菓子のメーカーから、飲食をセットにした店舗の開設を
始めました。そこから小布施に来たらならではが必要なの
ではと、「朱雀」という商品を作りました。傷みやすいた
めテイクアウトはなく、小布施に来てぜひ味わっていただ
きたいという仕込みの時期だけの季節商品です。
今から35年くらい前に、町並み修景事業が始まりました
が、後日機会がある時にお話させていただきたいと思いま
す。

■西アフリカ・ベナン共和国

駐日特命全権大使

ゾマホン・イドゥス・ルフィン様
1月13日の卓話を予定されていました、ゾマホン大使

に、例会の最後、ご挨拶を頂戴いたしました。


